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研究成果の概要（和文）：本研究では、コミュニケーション時に生じる感情伝染を実験的に検討するために、日
本人モデルの顔表情データベースを作成した。この顔表情データベースは、動画および静止画、12種類の表情、
5方向から撮影した刺激を含んでいる。さらに各表情に対する感情のカテゴリー評価および快―不快、覚醒度の
心理評定による妥当性検証も行った。こうした成果から、実験刺激として広く活用されると期待される。

研究成果の概要（英文）：This study developed a Japanese facial expression database in order to 
experimentally investigate emotional contagion in communication. The database comprises five 
different horizontal face angles in dynamic and static presentations of twelve kinds of facial 
expressions. These face stimuli were validated using emotion classification and valence and arousal 
ratings. The database promises to be widely used for scientific research.

研究分野： 実験心理学、認知科学

キーワード： 顔表情データベース　感情認知
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでは、実験で使用される表情刺激は、西欧人モデルや静止画のものが多かった。本研究で開発した顔表情
データベースは、日本人モデルを採用し動画を含んでおり、我が国においてコミュニケーション研究を進める上
で、生態学的妥当性の高い実験刺激として活用されるという点で学術的意義が高い。こうした成果から、コミュ
ニケーションや感情認知障害の原因解明に貢献する可能性があるという点で社会的意義も高いといえるだろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
産業界においてサービス提供場面の顧客の状態を把握するために、人の感情状態を解読する

技術開発がもとめられている。一方で、生体情報から感情を解読するための実証実験において
は、感情喚起画像を観察している時や感情想起時の感情状態を推定するにとどまっており、私
たちが実際コミュニケーション時に経験する繊細な感情状態を解読するまでには至っていない。 
そこで本研究では、他者の表情観察時に生じる感情伝染に着目し、コミュニケーション状況に
適用可能な感情解読手法を確立するための基礎的知見を得ることが必要であると考えた。 
 コミュニケーション時に生じる感情伝染を実験的に検討するためには、2 者間の対面状況が
必要である。しかしながら、双方向のコミュニケーションが生じるため、まずは刺激統制され
た表情画像に対する感情伝染を検討する必要があった。研究開始当初は、公開されている表情
刺激は、外国人モデルや静止画像のみのものが多く、日本人モデルで動画表情を含むものが存
在しなかった。このため、本研究では標準化された日本人モデルの顔表情データべースを作成
することとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、他者との対面コミュニケーション時に生じる感情伝染に着目し、この感情状態
を解読するための基礎的知見を得ることを目的とした。実験的検討を行うための標準化された
表情刺激として、顔表情データベースを作成することとした。まず、（１）日本人モデルを対象
とした動画表情刺激の作成と心理評定による妥当性検証、（２）パターン識別技術を用いた笑顔
刺激の妥当性検証を行った。 
 
３．研究の方法 
（１）日本人モデルを対象とした動画表情刺激の作成 
①表情撮影 
表情の表出者は、劇団に所属している演技経験者の日本人男女 4名ずつの計 8名であった。

表出する感情は、基本 6感情 (Ekman & Friesen、 1976) に含まれる、喜び、驚き、恐れ、怒
り、嫌悪、悲しみに加えて、感情の円環モデル (Russell & Bullock、 1985) において、円環
を形成するように配置される、興奮（快・高覚醒）、平穏（快・低覚醒）、眠気（低覚醒）を設
定した。怒りと嫌悪については、「口を閉じる（閉口）」と「口を開ける（開口）」の 2種類を設
定し、計 11種類の表情カテゴリーとした。さらに何も感情を表現していない中性の状態の表情
も撮影した。顔の向きは、正面、右 45 度、右 90度（顔の左側面）、左 45度、左 90 度（顔の右
側面）の 5方向から同時に撮影した。 
 表情の表出方法として、2パターンを用意した。1つは、感情を表出するような状況（例：車
に引かれそうになった時のような命の危険を感じたときの“恐怖”）を設定し、その状況で表出
する表情を自由に演技してもらう方法である（自由型）。もう 1つは、Picture of Facial Affect 
(POFA: Ekman & Friesen、 1976)の表情写真を参考に、Action Unit (AU: Ekman & Friesen、 1976)
に基づいて記述された、顔面筋の各部位の動かし方の説明をもとに表情をつくる方法である（定
形型）。すべての表情において、自由型、定形型の順序で表出を行い、それぞれの型において、
実験者が目視で確認し、意図した感情が表現できていると判断できるまで表出を何度も行った。
これらの様子をビデオカメラで流し撮りした。 
②動画表情の切り出し 
流し撮りした正面顔の動画像について、各表情において、何も感情を表出していない状態 

(500 ms) から表情が表出する過程 (2000 ms) の動画像を切り出した。すべての動画像は 2500 
ms の長さであった。各表情につき、1～4つの動画像を切り出した結果、8名の表出者の総計は
429 表情となった。 
③表情刺激の選定 
切り出したすべての正面顔の動画像について、各表出者の各表情カテゴリー（例：怒り（開

口）など）を代表する表情を選定するため、実験者ではない評定者 2名（いずれも女性）によ
って、予備的な評価実験を行った。評定項目は、感情強度評定、次元評定、自然さ評定の 3つ
であった。感情強度評定については、各表情が表している感情について、基本 6感情それぞれ
の強度を 7件法で回答するものである（6: 非常によく表している－0: 全く表していない）。次
元評定は、快―不快の程度（3: 快－-3: 不快）と覚醒－睡眠（3: 覚醒－-3: 睡眠）を 7件法
で回答するものである。自然さ評定は、表情がどれくらい自然に表出されているかについて、7
件法で評定を行うものである（6: 非常に自然である－0: 全く自然ではない）。 
 表情刺激の選定基準として、まず、基本 6感情を表出する 8種類の表情については、感情強
度評定において、意図した感情の強度の評定者 2名分の平均値と他の 5つの感情の強度の評定
者 2名分の平均値の差分がもっとも高かった表情をその表情カテゴリーの代表表情とした。同
一の表情カテゴリーにおいて同値が 2表情以上ある場合は、自然さ評定が最も高い表情を代表
表情とした。つづいて、興奮、平穏、眠気の 3表情については、他の 8表情カテゴリーの代表
表情とともに、次元評定値に基づいて感情空間上に布置した場合に、円環を形成するような表
情を代表表情とした。 
④心理評定による妥当性検証 
 各モデルの 11 種類の表情カテゴリーおよび中性表情の代表表情について、動画と静止画、5



方向の表情刺激を作成し、計 920 刺激となった（中性表情は静止画のみ）。評定課題は、Affect 
Grid (Russell、 Weiss、 & Mendelsohn、 1989)と強制選択法を用いて行った。Affect Grid
では、快－不快、覚醒－睡眠で構成された 9 × 9 のマス目上で表情が表す感情を評定するもの
である。強制選択法は、喜び、驚き、恐れ、怒り、嫌悪、悲しみ、中性の中から、表情に最も
当てはまる言葉を 1 つ選ぶものである。課題は、Affect Grid による評定と、強制選択法によ
る評定の 2つのセッションに分け、施行順序はすべての参加者で同じであった。強制選択法に
ついては、喜び、驚き、恐れ、怒り、嫌悪、悲しみ、中性表情のみを対象とした。各セッショ
ンにおいて、顔の方向ごとに 5ブロックに分け、ブロックの施行順序は参加者間でカウンター
バランスをとった。ブロック間で自由に休憩をとることができた。1試行では、表情刺激(2500 
ms)が呈示された後、評定画面になり、評定を行ってから「次へ」のボタンを押すと次の試行へ
と移った。表情刺激の呈示順序は無作為化したが、同一モデルの同一表情の動画と静止画は連
続呈示されないようにした。 
 
（２）パターン識別技術を用いた笑顔刺激の妥当性検証 
①表情刺激 
顔表情データベースに含まれる、男女 4名ずつの 11種類の表情カテゴリーと中性表情の静止

画を使用した。 
②心理評定値 
（１）における Affect Grid による評定値を利用した。 

③笑顔検出器 
識別器として、線形 support vector machine (SVM)を用いた。訓練データとして、40 × 40 

pixel のグレースケールの顔画像を用いた。笑顔は 4996 枚（うち正面顔は 2760 枚）、非笑顔（真
顔）は、7900 枚（うち正面顔は 3730 枚）含まれていた。顔画像からの特徴量抽出には、Gradient 
Local Auto-Correlation (GLAC) を使用した。この手法では、画像の勾配に加えて曲率に関す
る情報を抽出することができる。画像を 4 × 4 に分割し、1区画に 333 次元のフィルターが存
在するため 5328 次元を特徴量とした。パラメータは、5 fold cross validation にて決定した。 
 画像から抽出される特徴量に対する笑顔画像の確率分布（頻度分布） と非笑顔画像の確率分
布（頻度分布）を仮定するとき、ある画像の笑顔度はその特徴量に対する笑顔の事後確率と考
えることができる。笑顔画像と非笑顔画像の確率分布をそれぞれ正規分布と仮定すると、笑顔
度の事後確率はシグモイド関数で表されることになる。本識別器では、笑顔／非笑顔の確率分
布の推定は行わず、笑顔／非笑顔の事後確率が等しくなる識別点（識別面）を推定し、識別面
からの距離に比例した値を出力しこれを笑顔推定値とした。 
 
４．研究成果 
（１）日本人モデルを対象とした動画表情刺激の作成 
 強制選択法において、意図した感情と選択された感情が一致している割合を一致率として、
各条件における一致率の平均値と標準誤差を表 1に示す。いずれの表情、呈示条件、顔方向に
おいても、チャンスレベル (14.3%) を超えており、意図した感情がおおむね伝達できていたと
考えられる。 
 

表 1 各条件における強制選択法での一致率の平均値 (SE) 

上付き文字は、多重比較の結果を示す。Cl = 閉口、op = 開口 

 
 



（２）パターン識別技術を用いた笑顔刺激の妥当性検証 
図 1に各表情カテゴリーの笑顔度のモデル間平均と標準偏差、表 2に笑顔推定値と心理評定

値のモデル内相関係数を示す。各モデルの 12種類の表情についてこの検出器によって笑顔推定
値を算出したところ、喜びや興奮といった快表情は他の表情よりも高い推定値が得られた。ま
た、心理評定値とこの笑顔推定値との相関を求めたところ、5 名のモデルにおいて快－不快と
推定値に有意な相関が得られた。以上のことから、本データべースでは、快表情では笑顔の表
出がなされていること、笑顔検出器は人が表情から読み取る快－不快を反映している可能性が
あると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 各表情カテゴリーの笑顔度のモデル間平均と標準偏差 

 

表 2 笑顔推定値と心理評定値のモデル内相関係数 

 
 
 
 
 
 
（３）まとめ 
 本研究の主な成果として、標準化された顔表情刺激データベースを作成した。これまでは、
国内外において、11種類の表情カテゴリーを含む、5方向の動画および静止画の顔表情データ
ベースは存在しなかった。本データベースは、心理評定による妥当性検証も行っており、無償
で公開している。今後も標準化された顔表情データベースとして広く活用されることが期待さ
れる。 
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